
【
表
面
よ
り
続
き
】 

菊
池
執
行
委
員
長
代
行
挨
拶 

 

中
央
委
員
会
開
催
に
あ
た
り
、
菊
池
執

行
委
員
長
代
行
よ
り
次
の
様
に
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。 

「
私
達
は
『
タ
ク
シ
ー
事
業
法
』
を
制
定
さ

せ
る
た
め
の
運
動
を
強
固
に
行
な
っ
て
い

ま
す
。
四
月
二
十
四
日
に
自
民
党
案
で
あ

る
『
タ
ク
シ
ー
適
正
化
・
活
性
化
特
措
法
改

正
案
』
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
法
案

に
は
残
念
な
が
ら
『
賃
金
・
労
働
条
件
の
改

善
』
に
関
す
る
文
言
が
明
記
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
自
民
党
案
が
今
通
常

国
会
に
提
出
さ
れ
る
か
は
微
妙
で
す
が
、

私
達
は
あ
く
ま
で
も
強
制
力
の
あ
る
需
給

調
整
規
制
と
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
と

い
う
『
タ
ク
シ
ー
事
業
法
』
の
内
容
を
盛
り

込
ん
だ
法
案
を
秋
の
臨
時
国
会
に
は
提
出

出
来
る
様
に
議
員
や
世
論
に
働
き
か
け
、

今
後
も
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
」 

「
今
年
度
の
東
洋
交
通
の
収
支
実
績
を
確

認
し
ま
し
た
。
事
故
対
策
費
に
関
し
て
は
、

昨
年
よ
り
も
損
害
金
額
は
減
少
し
ま
し
た

が
、
事
故
件
数
は
減
少
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ

し
て
今
年
度
は
自
賠
責
保
険
料
が
十
八
％

値
上
げ
し
ま
す
。
他
に
も
燃
料
費
の
高
騰

等
、
経
営
も
多
額
の
費
用
が
発
生
し
非
常

に
厳
し
い
状
況
で
す
。
中
央
委
員
の
皆
さ

ん
は
、
組
合
員
三
十
人
に
一
人
の
代
表
で

あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
事
故･

違
反

を
起
こ
さ
ず
労
働
モ
ラ
ル
を
守
る
様
に

行
動
し
て
く
だ
さ
い
」 

 
 
 
 

と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

 

団
体
交
渉
経
過
報
告
・
二
〇
一
三
春
闘

の
妥
結
提
案
に
つ
い
て 

 

続
い
て
福
島
書
記
長
よ
り
団
体
交
渉

の
経
過
報
告
及
び
妥
結
提
案
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

二
〇
一
三
春
闘
で
は
五
回
に
及
ぶ
団

体
交
渉
、
四
回
の
二
役
交
渉
、
平
行
し
て

四
回
の
賃
金
検
討
委
員
会
を
行
な
い
ま

し
た
。 

 

賃
金
要
求
及
び
労
働
者
負
担
撤
廃
要

求
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
賃
金
検
討
委
員

会
に
て
、
現
行
賃
金
体
系
の
基
本
給
を
守

り
つ
つ
『
未
収
金
手
数
料
５
％
』
分
の
原

資
の
出
し
方
を
労
使
で
審
議
し
て
お
り
、

本
年
度
中
に
『
努
力
し
た
者
が
報
わ
れ
る

賃
金
体
系
へ
の
改
定
』
そ
し
て
『
未
収
金

手
数
料
の
撤
廃
』
を
目
指
し
ま
す
。 

 

高
速
帰
路
会
社
負
担
要
求
で
は
『
八
王

子
バ
イ
パ
ス
全
線
』
『
関
越
道
花
園
（
現

在
東
松
山
）
』
を
新
た
に
会
社
負
担
す
る

と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。 

 

『
解
決
一
時
金
』
と
し
て
、
東
洋
交
通
労

働
組
合
に
対
し
て
４
４
７
万
円
を
支
払
う

と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。 

 

『
解
決
一
時
金
』
の
配
分
に
つ
い
て 

『
本
採
用
組
合
員
お
よ
び
嘱
託
組
合
員
一

人
一
律
一
万
円
』
『
定
時
制
組
合
員
一
人

一
律
五
千
円
』
の
配
分
と
す
る
事
を
提
案

し
ま
し
た
。 

 

納
得
出
来
る
回
答
で
は
な
い
が
、
経
営
の

姿
勢
を
評
価 

「
経
営
よ
り
出
さ
れ
た
回
答
書
の
内
容
は

納
得
の
出
来
る
回
答
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
春
闘
を
闘
っ
て
き
た
東
洋
交
通
労
働

組
合
に
対
し
て
の
『
解
決
一
時
金
』
そ
し
て

『
未
収
金
手
数
料
５
％
撤
廃
』
に
向
け
て

経
営
と
し
て
も
今
年
度
中
に
解
決
・
前
進

す
る
姿
勢
を
評
価
し
、
妥
結
・
提
案
を
決
断

し
ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

  

以
上
の
執
行
部
妥
結
提
案
に
つ
い
て
、

中
央
委
員
よ
り
、
次
の
様
な
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。 

●
解
決
一
時
金
は
、
非
組
合
員
に
は
支
払

わ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

（
執
行
部
）
春
闘
要
求
は
東
洋
交
通
労
働

組
合
が
要
求
し
た
の
で
す
か
ら
、
組
合
員

に
の
み
支
給
し
ま
す
。 

●
解
決
一
時
金
は
、
入
社
し
た
ば
か
り
の

新
人
で
も
支
給
さ
れ
る
の
か
？ 

（
執
行
部
）
四
月
末
の
時
点
で
東
洋
交
通

労
働
組
合
員
で
あ
り
、
本
採
用
と
し
て
選

任
さ
れ
て
い
れ
ば
支
給
し
ま
す
。 

●
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
四
輪
装
着
の
要

求
は
継
続
し
て
要
求
す
る
の
か
？ 

（
執
行
部
）
公
共
交
通
機
関
と
し
て
、
利

用
者
に
安
心
・
安
全
を
提
供
す
る
た
め
に

も
、
今
後
も
継
続
し
て
要
求
し
て
い
き
ま

す
。 

二
〇
一
三
春
闘
妥
結･

調
印
へ 

 

質
疑
応
答
の
後
、「
春
闘
の
妥
結
」
と
「
回

答
書
の
承
認
」
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、
五
月

一
日
（
水
）
に
調
印
を
行
な
い
ま
し
た
。 

執行部の妥結提案を審議する中央委員 

事故･違反を起こさず労働モラルを守る様に！ 

           （菊池執行委員長代行） 


